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麓の 村から 五哩 あまり、 馬の 背で 踏み 入る 森林地帯 

の 山奥 —— 苔む した 岩々 の 間 を、 隠花植物の 影 を 浮べ 

て、 さんさん と 流れる 谿川 のほとりに 営まれた 伐 木工 

場の 丸木 小屋の 事務所に、 その 頃 私 は アメリカ 生れの 

フロラと 共に 働いて ゐ ました。 私達の 夫々 の 父親 達の 

共同の 仕事だった からです。 たしか、 私が、 文科の 大 

学 生活 を 終へ た 同じ年の ことで、 何故か 私 は 文学より 

も、 哲学に 憧れ を 寄せ はぢ めて、 身 を もって 健やかな 

生活に、 つまり、 いと も 花々 しい 労働に 没頭す る こと 



爽やかな 疲れ を覚 へた 身 を、 炉端の、 ランプ を 低く 灯 

した 小屋の 窓 下で、 フロラに 日本語 を教 へたり、 読書 

に 吾 を 忘れて、 膝の 上から 書物が 滑り落ち るまで 現の 

遠い 幻の 国に 遊びました。 

それ はさう として、 いつの 間に か 夏が 過ぎ、 秋が 暮 

れて —— いっそ、 このま、、 今年の クリスマス は、 こ 

の 小屋で 迎 へようと 語ら ふ 冬と なりました。 ダッディ 

達 は、 私と フロラの 決心 を まことに 勇壮な ものと 認め 

くだ 

て、 ほのぼのとしながら 山 を 降りました。 

そこで、 降誕 祭の *on the one" が、 麗ら かな 天気 

つ、 V きの ま、 に 目 睫に 迫りました。 山に 働く 他の 凡そ 



さうな 山番 は、 普段の ま、 でも サン タク 口 — ス そつく 

リだご 

フロラ は、 そんな こと を 云 ひながら、 力 ー テン をと 

りはづ して 袋 を 縫ったり、 とんがり 帽子 をつ くったり、 

その 忙し さと 云ったら ありません。 

「い、 え、 その 話 を 僕が 昨 ふ 山番に 告げたら、 手 を 打 

つて 悦び II そんなら、 その 袋 一杯、 わたしが 森の 土 

産 を つめこんで、 吃驚り させて やりたい もの だ —— な 

んて 大いに 勇み立って、 さう だ、 ほんの さっき、 これ 

と 同じ 位 ひに 大きい ランチ 袋 を かついで から、 橇を引 

いて 出かけて 行った よご 



何ん な 土産で あらう か、 森の 土産が、 妾の スタ ツキ 

ングに 入る かしら？ フロラ は、 愉し さうな 不安の 

まなざし 

眼 をし ばた、 いて、 

「こんなに 太くな つたら、 何う しょう？」 

と、 脚の 太 さ を 両指を もって、 太く 現 はしながら、 

突然、 真っ赤に なって、 噴き出したり しました。 

「決して 」 

と 私 は、 フロラの 手の 輪 を こわして、 慰めました。 

「お前の ス タツ キング を 見守って ゐる 山彦の 精が …… 」 

とかと 云 ひかけ て 私 は、 あまりの 無稽 気な 形容詞に 

次の 言葉が つ V かなくな つて、 た V、 大きく 笑って、 



その 手の甲に 頰を 刷り 寄せたり しました。 それから、 

また、 山中の 若者 を 招待して、 カンナ 屑の テ— プを投 

げ合 はう ではない か、 赤、 青、 緑と 染めて 五彩の 雪 を 

降らせて やらう と、 ついでに 彼等の 村 踊り を 所望し よ 

う、 此方 は 吾輩が 腕に より を かけて 手風琴 を 弾く から、 

フロラと 一 つお 得意の ロココ 舞踏 を 披露すべし、 だ I 

「フロラの あれ は、 ほんとうに 観る 者の 心 を 恍惚の 空 

へ 案内 さすに 充分 だ。 僕 は、 未だ 二三 度より 見物した 

こと はない のに、 今 だって、 斯うして ちょいと 眼 をつ 

むる と、 いっかお 前が ョコ ハマの 家で 誕生日のお 祝 ひ 



か 何 かの 時に 踊った おれが —— さう だ、 さう だ、 山彦 

の 精の 踊りで も あるかの やうに、 はっきりと 眼の 前に 

浮んで 来る からね …… 」 

「だって、 ドレス なんて、 一枚 もない ご 

「そいつ は、 例の 工夫 だ、 サン タク 口 — スの 衣裳に な 

ら つて、 力 ー テン を 応用す るなん て 何ん な もの だい、 

丸木 小屋 気分が い よ /\ 濃厚と な つ て 面白 いで はない 

ゝ o - 

力 」 

「ス タツ キングと か、 スカ— ト とかの 問題に なるとお 

前 は、 仲々 騎士ら しい こと を 云 ふが、 情熱の 眼 を 不図 

輝 やかしたり しないよ うに 注意した ま はれ よ！ 



私 は、 一 本 参らせられたり しました。 そんな、 こん 

な 冗談 を 交しながら 大方の 飾りつ け を 終った 時分に な 

つて、 フロラが、 

「mistletoe 力な レ ！」 

と 気づきました。 

二 

で 私 は 早速、 

「こんな 森の 中 だもの、 何処に でも あるに 違 ひない よ 



…… 僕が 一 走り 行って 探して 来る の は 容易 だが、 愉快 

な 形式 を 尊重して 一枝の mistletoe を、 二人が 、りで 

索め に 行く とい ふ 古風な 夢 を 実現して 見る ことにしよ 

うで はない かご 

と 申し出て、 フロラと 手を携 へて 森の 中へ 出かけた 

ところが、 梢ば か リを見 あげながら 終 ひに は 首筋の あ 

たりが 変にな つてし まった 程 熱心に 探し回っても、 一 

向 それらし いものが 見当らぬ のです。 

r ャ ドリ 木 御存じ？」 

私 は 出 遇 ふ 人 毎に 訊ね ましたが、 皆な 同じ やうに ぼ 

ん やりして、 知らぬ/ \、 名前 も 聞いた ことがない と 



私 は 無論、 手 をのば せば と、 V くで あらう ほどの 高さ 

の 幹 を 目 あてに して ゐ ましたと ころが、 フロラ は、 

「お前 は 樹の幹 をよ ぢ 登る こと は 出来る かしら？」 と 

質問し ました。 

「余り 太い 幹で なければ …… 」 

私 は、 可 細い 喉の 底で 唸りました。 私 は 少年の 頃、 

果物 をと る 目的で 高い 枝 を 伝 ふて ゐた 時、 突然 枝が 折 

れて 地上に 転落し 左腕 を 折った 経験 を 持って 以来、 木 

登りと 聞く と 迷信 的な 怖れ を 抱いて、 忽ち 脚が すくん 

でし まふので す。 

私はギ ックリ として 眼 を 白黒 させて ゐた 途端に、 ず 



つと 先の 方へ 踏み 入って ゐた フロラが、 

「ハ 口—、 ハ 口—！」 

と 気た、 ましい 歓喜の 声 を 挙げました。 そして、 恰 

で 逃げて しま ふ 生物 を 見出した かの やうに 慌て、、 

r ハリ ヤップく！ 見事な 一 株の、 幸福の 木 を 発見 

した ご 

と 叫びました、 森閑とした 森に、 その 声が 真に 山彦 

の 精に 似て 鳴り渡りました。 私が、 驚いて 駆け寄る と 

フ 口 ラは、 

「お、、 妾 は 終に 幸 ひ を 見出した。」 

と、 とても 仰山な 声 を 挙げながら、 悦びに 亢奮して 



身よ。 ハリ ヤップく。 …… 光り を 拾 ふための 梯子 を 

…：- J 

私 は 夢中で 緦 梯子 を 運んで 来る と、 つぎ 竿の 先で 辛 

うじて 梯子の 一 端 を 「幸福 を 宿す 木」 が 私達の ために 

緑の 翼 を 拡げて ゐる 樅の 枝に 懸ける ことが 出来ました。 

「二人で 昇って 行っても 安全で あらう から、 妾 も、 妾 

の 頼る 者の 後に 続いて、 あの 枝に 腰 を かけて 共々 に (祝 

福され た 星の 歌) を 歌 はう ではない かご 

宙を腰 木の 枝から ブランコ になって 垂れて ゐる 梯子 

を、 さすりながら フロラ は 切りと 私の 登攀 を 促します。 

「では 1 



と 私 は、 決心の 瞑目 をして 云 ひ 切りました。 

「お、、 歌 はう、 幸福の 枝 を 抱へ たお 前の 肩に 凭って 私 

達が 橇道を 降って 行く 帰りの、 橇の 上で 歌 はう、 未だ、 

あの 幸福の 枝 は 完全に 吾々 の 手に 帰した と は 云へ ぬで 

あるから、 —— 一刻の 猶予 を 与へ てお 呉れ ご 

その 一刻の 猶予が、 真に 私に とって は 天国と 地獄の 

岐れ 道と も 思 はれる のでした。 私 は 梯子の 中途で、 脚 

を 滑らせ さうな 危惧にば かり 襲 はれて なりません でし 

た。 単なる 幹 を 伝 ふよりも 危ぃ、 ブラ/ \ とする 緦梯 

子 は 全く 私に とって 初めての 冒険であります。 

「よし ッ！」 



とい ふの は、 あの 「祝福され た 星」 の 歌の 唱歌 者 は、 

歌の 初めと 終りで、 未来 を 約す 熱い 接吻 をと りか はす 

のが 慣ひ である、 ミス ル トウの 枝の 蔭で —— とい ふ 話 

を 私 は、 もう 一年 も 前から フロラに 聞いて、 誰が あの 

歌 を、 この フロラと 歌 ふこと であらう と、 羨望と 

もっかず、 いつもく 夢幻に 想像し つ y けて ゐ たと 

ころの、 云はゾ 悲し 気な 夢だった のが、 —— あ、、 今 

や、 この 憐れな 夢想家が、 忽ち、 その 歌の 合唱 者に 選 

まれよう として ゐる のか …… 。 

脚が ふるえる、 胸に 止め 度 もない 花やかな 竜巻が 疾 

風に 追 はれて、 生きた 心地 も 忘れて —— 私 は、 梯子の 
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